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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年６月30日）におけるわが国経済は、日本銀行の金融政

策や政府の成長戦略の推進などにより企業収益や雇用・所得環境に緩やかな改善がみられるものの、中国をはじめ

とする新興国経済の減速、英国の欧州連合離脱問題などの影響を受け、世界的な景気・経済は先行き不透明であ

り、わが国におきましても予断を許さない状況が継続しております。

 当社グループの属する不動産業界の中でもマンション分譲業界におきましては、国内及び海外の富裕層による投

資需要が旺盛である一方、投資需要に用地代・建築コストの高止まりが重なったことで価格は高騰しております。

また、住宅ローン金利は過去最低水準で住宅購入には追い風であるものの、購買余力が高まるほどに賃金は上昇し

ておらず、実需要の購入層の中でも特に第一次取得者層はマンション購入に慎重になっており、予断を許さない状

況が継続しております。 

 このような事業環境のもと、当社の主力事業であります不動産販売事業におきましては、新規発売物件の販売に

注力するとともに、全社的コスト削減に継続して取り組み収益の確保に努めてまいりました。

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間の連結売上高は53億80百万円（前年同期比10.6％増）、連結営業利益

は２億25百万円（前年同期は連結営業損失１億40百万円）、連結経常利益は２億９百万円（前年同期は連結経常損

失１億74百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億５百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期

純損失15百万円）となりました。

 なお、当社グループの主力事業であります不動産販売事業においては、引渡基準を採用しており、マンションの

売買契約成立時ではなく、マンションの顧客への引渡をもって売上が計上されます。例年、マンションの引渡時期

が特定の四半期（当期は第４四半期に引渡が集中する見込み）に偏重する傾向があり、各四半期の売上高及び利益

水準は著しく相違する傾向にあります。

 セグメント業績は次のとおりであります。

 不動産販売事業におきましては、外部顧客への売上高は43億47百万円（前年同期比12.1％増）、セグメント利益

は３億99百万円（前年同期はセグメント利益11百万円）となりました。

 その他におきましては、賃貸事業、マンション管理事業、賃貸管理事業等により、外部顧客への売上高は10億32

百万円（前年同期比4.5％増）、セグメント利益は１億30百万円（前年同期比1.0％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べて78億68百万円減少し、494億43百万円となりまし

た。主な要因は仕掛販売用不動産の増加33億23百万円、現金及び預金の減少76億79百万円、販売用不動産の減少29

億88百万円によるものです。

 負債は、前連結会計年度末に比べて77億62百万円減少して、173億95百万円となりました。主な要因は支払手形

及び買掛金の減少92億60百万円によるものです。

 純資産は、前連結会計年度末に比べて１億６百万円減少して320億47百万円となりました。この結果、自己資本

比率は64.8％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期（連結・個別）の業績予想につきましては、平成28年５月13日に公表しました業績予想に変更は

ありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 会計方針の変更

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

  法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

  この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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（４）追加情報 

 （繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

  「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 24,180,414 16,501,243 

売掛金 252,617 197,284 

販売用不動産 13,873,641 10,885,575 

仕掛販売用不動産 12,734,501 16,057,632 

繰延税金資産 135,004 82,333 

その他 889,853 541,825 

流動資産合計 52,066,033 44,265,895 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,297,060 1,284,651 

土地 2,868,618 2,868,618 

リース資産（純額） 398,532 380,424 

その他（純額） 61,865 59,607 

有形固定資産合計 4,626,076 4,593,301 

無形固定資産 29,067 26,610 

投資その他の資産    

投資有価証券 236,180 210,214 

繰延税金資産 184,325 176,226 

その他 170,574 171,013 

投資その他の資産合計 591,080 557,454 

固定資産合計 5,246,223 5,177,366 

資産合計 57,312,257 49,443,262 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 9,392,534 132,224 

短期借入金 73,900 80,400 

1年内返済予定の長期借入金 5,943,692 6,394,591 

リース債務 81,252 79,183 

未払法人税等 977,906 46,614 

前受金 174,854 414,769 

賞与引当金 172,097 92,917 

その他 764,724 690,572 

流動負債合計 17,580,962 7,931,273 

固定負債    

社債 120,000 120,000 

長期借入金 6,204,566 8,172,566 

リース債務 349,098 330,417 

退職給付に係る負債 106,802 103,060 

役員退職慰労引当金 277,937 227,125 

その他 519,012 511,375 

固定負債合計 7,577,417 9,464,546 

負債合計 25,158,379 17,395,819 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,983,000 1,983,000 

資本剰余金 2,871,318 2,871,318 

利益剰余金 27,304,766 27,216,885 

自己株式 △62,839 △62,954 

株主資本合計 32,096,245 32,008,249 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 57,632 39,193 

その他の包括利益累計額合計 57,632 39,193 

純資産合計 32,153,877 32,047,443 

負債純資産合計 57,312,257 49,443,262 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 4,865,535 5,380,424 

売上原価 3,642,740 4,045,581 

売上総利益 1,222,794 1,334,843 

販売費及び一般管理費    

広告宣伝費 308,863 126,189 

給料及び賞与 400,699 430,671 

賞与引当金繰入額 82,072 92,540 

退職給付費用 14,497 16,541 

役員退職慰労引当金繰入額 2,062 812 

租税公課 74,546 61,389 

減価償却費 14,436 12,728 

その他 466,130 368,754 

販売費及び一般管理費合計 1,363,309 1,109,628 

営業利益又は営業損失（△） △140,515 225,215 

営業外収益    

受取利息 175 249 

解約違約金収入 4,100 1,600 

保証金敷引収入 2,544 1,917 

還付加算金 － 3,703 

助成金収入 2,850 3,150 

その他 5,907 5,021 

営業外収益合計 15,577 15,642 

営業外費用    

支払利息 47,171 30,662 

その他 2,086 498 

営業外費用合計 49,258 31,161 

経常利益又は経常損失（△） △174,196 209,696 

税金等調整前四半期純利益 

又は税金等調整前四半期純損失（△） 
△174,196 209,696 

法人税、住民税及び事業税 41,870 35,793 

法人税等調整額 △200,965 68,899 

法人税等合計 △159,094 104,692 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △15,101 105,003 

親会社株主に帰属する四半期純利益 

又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 
△15,101 105,003 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △15,101 105,003 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △9,623 △18,438 

その他の包括利益合計 △9,623 △18,438 

四半期包括利益 △24,725 86,564 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △24,725 86,564 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
不動産 

販売事業 
計 

売上高            

外部顧客への売上高 3,877,307 3,877,307 988,227 4,865,535 － 4,865,535 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － 4,421 4,421 △4,421 － 

計 3,877,307 3,877,307 992,649 4,869,956 △4,421 4,865,535 

セグメント利益又は損失（△） 11,717 11,717 132,024 143,742 △317,938 △174,196 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業、不動産管

理事業、電力管理事業、建設・リフォーム事業及び不動産仲介事業等を含んでおります。

 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△317,938千円には、セグメント間取引消去△163千円及び各報

告セグメントに配分していない全社費用△317,774千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 （固定資産に係る重要な減損損失）

  該当事項はありません。

 

 （のれんの金額の重要な変動）

  該当事項はありません。

 

 （重要な負ののれんの発生益）

  該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
不動産 

販売事業 
計 

売上高            

外部顧客への売上高 4,347,443 4,347,443 1,032,981 5,380,424 － 5,380,424 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － 8,424 8,424 △8,424 － 

計 4,347,443 4,347,443 1,041,406 5,388,849 △8,424 5,380,424 

セグメント利益 399,898 399,898 130,642 530,541 △320,845 209,696 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業、不動産管

理事業、電力管理事業、建設・リフォーム事業及び不動産仲介事業等を含んでおります。

 

２．セグメント利益の調整額△320,845千円には、セグメント間取引消去△204千円及び各報告セグメントに

配分していない全社費用△320,641千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 （固定資産に係る重要な減損損失）

  該当事項はありません。

 

 （のれんの金額の重要な変動）

  該当事項はありません。

 

 （重要な負ののれんの発生益）

  該当事項はありません。
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